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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表面が絶縁層で被覆されたシールドケーブルを介してインバータから交流電力が供給さ
れ、筐体が接地されたインバータ駆動モータにおいて、
　前記シールドケーブルのモータ接続端近傍に、部分的に前記絶縁層を除去してシールド
部材露出部を形成し、前記シールド部材露出部を押え金具で押し潰すように、前記筐体に
導電接続され固着された脚部に圧接し、前記シールド部材露出部を前記脚部に面接触させ
たことを特徴とするインバータ駆動モータ。
【請求項２】
　表面が絶縁層で被覆されたシールドケーブルを介してインバータから交流電力が供給さ
れ、筐体が接地されたインバータ駆動モータにおいて、
　前記シールドケーブルのモータ接続端近傍に、部分的に前記絶縁層を除去してシールド
部材露出部を形成し、前記シールド部材露出部を押え金具で押し潰すように、前記筐体に
導電接続され固着された脚部に固着された支持板に圧接し、前記シールド部材露出部を前
記支持板に面接触させたことを特徴とするインバータ駆動モータ。
【請求項３】
　表面が絶縁層で被覆されたシールドケーブルを介してインバータから交流電力が供給さ
れ、筐体が接地されたインバータ駆動モータにおいて、
　前記シールドケーブルのモータ接続端近傍に、部分的に前記絶縁層を除去してシールド
部材露出部を形成し、前記シールド部材露出部を押え金具で押し潰すように、前記筐体に
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導電接続され固着された冷却フィンに固着された支持板に圧接し、前記シールド部材露出
部を前記支持板に面接触させたことを特徴とするインバータ駆動モータ。
【請求項４】
　表面が絶縁層で被覆されたシールドケーブルを介してインバータから交流電力が供給さ
れ、筐体が接地されたインバータ駆動モータにおいて、
　前記シールドケーブルのモータ接続端近傍に、部分的に前記絶縁層を除去してシールド
部材露出部を形成し、前記シールド部材露出部を押え金具で押し潰すように、前記筐体に
導電接続され固着されたモータ巻線引出口の下側を下方に延長した支持板に圧接し、前記
シールド部材露出部を前記支持板に面接触させたことを特徴とするインバータ駆動モータ
。
【請求項５】
　表面が絶縁層で被覆されたシールドケーブルを介してインバータから交流電力が供給さ
れ、筐体が接地されたインバータ駆動モータにおいて、
　前記シールドケーブルのモータ接続端近傍に、部分的に前記絶縁層を除去してシールド
部材露出部を形成し、前記シールド部材露出部を押え金具で押し潰すように、前記筐体又
は筐体に導電接続された部材に圧接し、前記シールド部材露出部を前記筐体又は筐体に導
電接続された部材に面接触させたインバータ駆動モータであって、
　前記押え金具は、前記筐体又は筐体に導電接続された部材に両端部がねじ止めされる平
板であることを特徴とするインバータ駆動モータ。
【請求項６】
　表面が絶縁層で被覆されたシールドケーブルを介してインバータから交流電力が供給さ
れ、筐体が接地されたインバータ駆動モータにおいて、
　前記シールドケーブルのモータ接続端近傍に、部分的に前記絶縁層を除去してシールド
部材露出部を形成し、前記シールド部材露出部を押え金具で押し潰すように、前記筐体又
は筐体に導電接続された部材に圧接し、前記シールド部材露出部を前記筐体又は筐体に導
電接続された部材に面接触させたインバータ駆動モータであって、
　前記押え金具は、前記筐体に導電接続された部材の端部に押えバンドの鉤状端部を係止
させたクリップ式押え金具であることを特徴とするインバータ駆動モータ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、インバータで駆動されるモータに関する。
【背景技術】
【０００２】
　インバータは、コンバータ部で交流を直流に変換し、インバータ部の６個の半導体スイ
ッチング素子のスイッチングによるＰＷＭ制御で、三相の可変電圧、可変周波数の交流に
変換してモータを可変制御している。この６個の半導体スイッチング素子の高速のＯＮ・
ＯＦＦによりスイッチングノイズが発生する。
【０００３】
　半導体スイッチング素子がＯＮ・ＯＦＦすると、パルス状の高速の電位変動がインバー
タ出力端子に起こる。一方、インバータ出力端子とモータ間の配線と大地間及びモータ巻
線とモータ筐体間には、浮遊容量が存在する。スイッチングによる高速の電位変動が浮遊
容量に印加されると、浮遊容量を充放電する高周波ノイズ電流の経路が形成される。ノイ
ズ電流は、大地電位に接続されたアース線から電源や他の機器へ流れ、同一電源系統に接
続されている他の機器に影響を与える。
【０００４】
　このノイズを低減するために、インバータとモータ間の接続ケーブルには、シールドケ
ーブルを用い、シールドケーブルのシールド部材をアース電位に接続する。伝導ノイズの
周波数では、アース線よりシールド部材の方がインピーダンスが低いので、浮遊容量を介
してシールド部材にノイズ電流が流れ易く、ノイズ電流を確実にフィルタに流し込むこと
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により、電源側へのノイズ電流の流出を防ぎ、伝導ノイズを低減する。放射ノイズに対し
ては、放射されるノイズを遮蔽（シールド）することにより低減することができる。シー
ルド部材をアース電位に接続する方法として、下記のような技術が開示されている。
【０００５】
　従来、固定子コイルと電気的に接続されたリード線を、電動機の外枠に設けたリード線
通し穴から、前記リード線のシールドと前記外枠を電機的に導通させて、電動機外部に引
き出すリード線引出し構造において、リード線の周囲に樹脂をモールドし、この樹脂をリ
ード線の長さ方向の両側から導電性のクランプ材で挟持するとともに、前記シールドを前
記クランプ材に接触させ、前記両クランプ材を前記外枠に押圧して取り付けた電動機のリ
ード線引出し構造が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
　また、表面の一部または全部が導電性部材からなるモータと、前記モータの巻線に電流
を供給するシールド付モータリード線と、前記シールド付モータリード線の口出部を封止
するゴム製の導電性パッキンとを備え、前記シールド付モータリード線のシールド部を段
剥きにした段部を前記ゴム製の導電性パッキンを介してモータ表面の導電性部材に固定し
たシールド線付モータが開示されている（例えば、特許文献２参照）。
【０００７】
　また、表面が絶縁層で被覆されたシールド線よりなるコンピュータ用接続ケーブルの中
間部に、部分的に上記絶縁層を取り除いてシールド部材を露出させた切り込み部を少なく
とも１個以上設け、該切り込み部をコンピュータシステム装置の予め塗料を剥がした金属
製筐体に接触させてケーブル押さえにより固定し、上記シールド部材を接地させたコンピ
ュータ用接続ケーブルの設置方法が開示されている（例えば、特許文献３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１１－１７８２７０号公報
【特許文献２】特開２０００－１１６０５５号公報
【特許文献３】特開平０８－２７３７１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、上記特許文献１に記載された従来の技術によれば、リード線のシールド
を導電性のリング状のクランプ材の内周面に接触させ、前記クランプ材を電動機の外枠に
押圧して取り付けている。そのため、シールドとクランプ材の内周面との接触部及びクラ
ンプ材のインピーダンスが高く、インバータの高周波ノイズに対する低減効果が低いとい
う問題がある。
【００１０】
　また、上記特許文献２に記載された従来の技術によれば、シールド付モータリード線の
シールド部を段剥きにした段部をゴム製の導電性パッキンを介してモータ表面の導電性部
材に固定している。そのため、シールドとゴム製の導電性パッキンの接触部及びゴム製の
導電性パッキンのインピーダンスが高く、インバータの高周波ノイズに対する低減効果が
低いという問題がある。
【００１１】
　また、上記特許文献３に記載された従来の技術によれば、シールド部材を露出させた切
り込み部をコンピュータシステム装置の予め塗料を剥がした金属製筐体に接触させてケー
ブル押さえにより固定している。そのため、シールドと金属製筐体との接触部のインピー
ダンスが高く、インバータの高周波ノイズに対しては、低減効果が低いという問題がある
。
【００１２】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、インバータの高周波ノイズに対する低
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減効果の高いインバータ駆動モータを得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明は、表面が絶縁層で被覆された
シールドケーブルを介してインバータから交流電力が供給され、筐体が接地されたインバ
ータ駆動モータにおいて、前記シールドケーブルのモータ接続端近傍に、部分的に前記絶
縁層を除去してシールド部材露出部を形成し、前記シールド部材露出部を押え金具で押し
潰すように、前記筐体に導電接続され固着された脚部に圧接し、前記シールド部材露出部
を前記脚部に面接触させたことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、インバータの高周波ノイズに対する低減効果が高い、という効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１－１】図１－１は、本発明のインバータ駆動モータの実施の形態１を示す側面図で
ある。
【図１－２】図１－２は、実施の形態１のインバータ駆動モータを示す正面図である。
【図２－１】図２－１は、本発明のインバータ駆動モータの実施の形態２を示す側面図で
ある。
【図２－２】図２－２は、実施の形態２のインバータ駆動モータを示す正面図である。
【図３－１】図３－１は、本発明のインバータ駆動モータの実施の形態３を示す側面図で
ある。
【図３－２】図３－２は、実施の形態３のインバータ駆動モータを示す正面図である。
【図４－１】図４－１は、本発明のインバータ駆動モータの実施の形態４を示す側面図で
ある。
【図４－２】図４－２は、実施の形態４のインバータ駆動モータを示す正面図である。
【図５－１】図５－１は、実施の形態５の押え金具を示す平面図である。
【図５－２】図５－２は、実施の形態５の押え金具を示す正面図である。
【図５－３】図５－３は、実施の形態５の押え金具の変形例を示す正面図である。
【図５－４】図５－４は、実施の形態５の押え金具の他の変形例を示す正面図である。
【図６－１】図６－１は、実施の形態６の押え金具を示す平面図である。
【図６－２】図６－２は、実施の形態６の押え金具を示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に、本発明にかかるインバータ駆動モータの実施の形態を図面に基づいて詳細に説
明する。なお、この実施の形態によりこの発明が限定されるものではない。
【００１７】
実施の形態１．
　図１－１は、本発明のインバータ駆動モータの実施の形態１を示す側面図であり、図１
－２は、実施の形態１のインバータ駆動モータを示す正面図である。
【００１８】
　図１－１及び図１－２に示すように、実施の形態１のインバータ駆動モータ９１は、円
筒状のフレーム１１とフレーム１１の端板を成すブラケット１２とを有する筐体１０と、
後側のブラケット（図示せず）から筐体１０の外側へ突出させた回転軸２０に取付けられ
筐体１０に送風して冷却する冷却ファン（図示せず）と、を備えている。
【００１９】
　円筒状のフレーム１１の両端部の開口は、前側ブラケット１２及び後側ブラケット（図
示せず）により塞がれている。フレーム１１の外周面には、軸方向に長い一群のＵ字形の
冷却フィン１５が放射状に溶接により取付けられている（固着、導電接続されている）。
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また、フレーム１１の外周面には、インバータ駆動モータ９１を床面等に据付け接地させ
るための一対の脚部１４と、端子箱１６が取付けられている。冷却ファン及びフレーム１
１の後端部外周部を覆うように、ファンカバー５０が筐体１０に取付けられている。
【００２０】
　インバータ駆動モータ９１には、表面が絶縁層で被覆されたシールドケーブル３０及び
端子箱１６内の接続端子を介してインバータ（図示せず）から交流電力が供給される。筐
体１０は、溶接により筐体１０に導電接続（固着）された脚部１４により支えられる。
【００２１】
　シールドケーブル３０のモータ接続端としての端子箱１６の近傍に、部分的に絶縁層を
除去してシールド部材露出部３１を形成する。シールド部材露出部３１を、脚部１４にネ
ジ止めされるＵクリップ（押え金具）４０で押し潰すように、筐体１０に導電接続された
脚部１４に圧接し、シールド部材露出部３１を脚部１４に面接触させる。脚部１４のシー
ルド部材露出部３１との接触部は、当然ながら、塗装が剥がされている。
【００２２】
　Ｕクリップ４０の高さを、シールド部材露出部３１の直径の８５％以下の高さに形成し
、シールド部材露出部３１を、８５％以下の高さに押し潰し、シールド部材露出部３１を
脚部１４に面接触させようにするとよい。
【００２３】
　実施の形態１のインバータ駆動モータ９１によれば、シールド部材露出部３１を、脚部
１４にネジ止めされるＵクリップ（押え金具）４０で押し潰すように、筐体１０に導電接
続された脚部１４に圧接し、シールド部材露出部３１を脚部１４に面接触させるので、接
触部のインピーダンスが低下し、低減効果を高めることができる。
【００２４】
　シールドケーブル３０内の電力線及びアース線は、端子箱１６内の接続端子のなるべく
近くでシールド（部材）から分離する。更に、端子箱１６とその蓋との間の隙間や、シー
ルドケーブル３０を端子箱１６に通す孔の隙間をシールド部材で埋めることにより、ノイ
ズ低減効果は増大する。
【００２５】
実施の形態２．
　図２－１は、本発明のインバータ駆動モータの実施の形態２を示す側面図であり、図２
－２は、実施の形態２のインバータ駆動モータを示す正面図である。
【００２６】
　図２－１及び図２－２に示すように、実施の形態２のインバータ駆動モータ９２は、筐
体１０に溶接（導電接続）された脚部１４に、支持板１７を溶接（導電接続）している。
シールド部材露出部３１を、支持板１７にネジ止めされるＵクリップ（押え金具）４０で
押し潰すように、支持板１７に圧接し、シールド部材露出部３１を支持板１７に面接触さ
せる。このように、支持板１７にシールド部材露出部３１を圧接するようにしても、実施
の形態１のインバータ駆動モータ９１と同様の効果を得ることができる。
【００２７】
　シールドケーブル３０内の電力線及びアース線は、端子箱１６内の接続端子のなるべく
近くでシールド（部材）から分離する。このように、支持板１７にシールド部材露出部３
１を圧接するようにしても、実施の形態１のインバータ駆動モータ９１と同様の効果を得
ることができる。
【００２８】
実施の形態３．
　図３－１は、本発明のインバータ駆動モータの実施の形態３を示す側面図であり、図３
－２は、実施の形態３のインバータ駆動モータを示す正面図である。
【００２９】
　図３－１及び図３－２に示すように、実施の形態３のインバータ駆動モータ９３は、筐
体１０に溶接（導電接続）された冷却フィン１５に、支持板１８を溶接（導電接続）して
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いる（冷却フィン１５の一部で支持板１８を形成してもよい）。シールド部材露出部３１
を、支持板１８にネジ止めされるＵクリップ（押え金具）４０で押し潰すように、支持板
１８に圧接し、シールド部材露出部３１を支持板１８に面接触させる。
【００３０】
実施の形態４．
　図４－１は、本発明のインバータ駆動モータの実施の形態４を示す側面図であり、図４
－２は、実施の形態４のインバータ駆動モータを示す正面図である。
【００３１】
　図４－１及び図４－２に示すように、実施の形態４のインバータ駆動モータ９４は、端
子箱１６の後側で、筐体１０と導電接続されたモータ巻線引出口の下側を下方に延長して
支持板１９を形成している。シールド部材露出部３１を、支持板１９にネジ止めされるＵ
クリップ（押え金具）４０で押し潰すように、支持板１９に圧接し、シールド部材露出部
３１を支持板１９に面接触させる。
【００３２】
　なお、上記実施の形態１～４のインバータ駆動モータ９１～９４では、シールド部材露
出部３１を、筐体１０に導電接続された部材に圧接する形態について説明したが、シール
ド部材露出部３１を、筐体１０に直接圧接するようにしてもよい。
【００３３】
実施の形態５．
　図５－１は、実施の形態５の押え金具を示す平面図であり、図５－２は、実施の形態５
の押え金具を示す正面図であり、図５－３は、実施の形態５の押え金具の変形例を示す正
面図であり、図５－４は、実施の形態５の押え金具の他の変形例を示す正面図である。
【００３４】
　図５－１及び図５－２に示すように、押え金具を、実施の形態１～４のインバータ駆動
モータ９１～９４で用いたＵクリップ４０に替えて、筐体１０又は筐体１０に導電接続さ
れた部材１４、１７、１８、１９に、ねじ通し孔４２を利用してねじ４３及びナット４４
により両端部がねじ止めされる平板４１としてもよい。
【００３５】
　また、図５－３に示すように、平板４１とシールド部材露出部３１との間に、平板４１
に取付けられたばね４５と圧接板４６とから成る弾性導電部材を介在させてもよい。図５
－３に示すように、弾性導電部材を、平板４１に取付けられたＵ字形の板ばね４７として
もよい。弾性導電部材を介在させることにより、シールド部材露出部３１が長期間の間に
塑性変形して潰れてしまっても、シールド部材露出部３１に対する押圧力を維持すること
ができる。
【００３６】
実施の形態６．
　図６－１は、実施の形態６の押え金具を示す平面図であり、図６－２は、実施の形態６
の押え金具を示す正面図である。
【００３７】
　図６－１及び図６－２に示すように、押え金具として、筐体１０に導電接続された部材
１４、１７、１８、１９の端部に押えバンド６１の鉤状端部を係止させ、部材１４、１７
、１８、１９と押えバンド６１との間にシールド部材露出部３１を挟み、押えバンド６１
の他端に接続されたレバー６２を、部材１４、１７、１８、１９に取付けられた支持部６
３の時計回りに下方へ下げ、シールド部材露出部３１を部材１４、１７、１８、１９に圧
接する形式のクリップ式押え金具６０を用いてもよい。クリップ式押え金具６０は、ねじ
止め式より簡単に、シールド部材露出部３１を押圧することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　以上のように、本発明にかかるインバータ駆動モータは、周辺に電子機器が設置されて
いる環境で使用されるモータに適している。
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【符号の説明】
【００３９】
　１０　筐体
　１１　フレーム
　１２　ブラケット（端板）
　１４　脚部
　１５　冷却フィン
　１６　端子箱
　１７、１８、１９　支持板
　２０　回転軸
　３０　シールドケーブル
　３１　シールド部材露出部（シールド部材）
　４０　Ｕクリップ（押え金具）
　４１　平板（押え金具）
　４２　ねじ通し孔
　４３　ねじ
　４４　ナット
　４５　ばね（弾性導電部材）
　４６　圧接板
　４７　板ばね（弾性導電部材）
　５０　ファンカバー
　６０　クリップ式押え金具（押え金具）
　６１　押えバンド
　６２　レバー
　６３　支持部
　９１、９２、９３、９４　インバータ駆動モータ
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